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土
壌
検
査
を
し
ま
せ
ん
か

　
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
で
、出し
ゅ
つ
が芽
や
生
育
が
悪

い
畑
を
対
象
に
、土
壌
の
検
査
を
行
い
ま
す
。　

　
検
査
の
結
果
を
作
成
し
て
返
却
し
ま
す
の

で
、検
査
を
希
望
す
る
か
た
は
所
定
の
場
所

に
土
壌
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る「
土

壌
検
査
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

自
然
公
園
の
許
可
・
届
け
出

　
雲
仙
天
草
国
立
公
園
区
域
内
で
、自
然
公

園
法
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
次
の
行

為
な
ど
は
、事
前
に
環
境
大
臣
の
許
可
ま
た

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
工
作
物
の
新
築
、改
築
、増
築

・
木
竹
の
伐
採

・
鉱
物
の
掘
採
、土
石
の
採
取

・
広
告
物
の
設
置
な
ど

・
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物
の
集
積

・
土
地
の
開
墾
・
形
状
変
更

・
屋
根
、壁
面
、塀
な
ど
の
色
彩
変
更　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

労
働
保
険
年
度
更
新

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
雇
用
保
険
率
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
雇

用
保
険
率　
変
更
」を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鹿
児
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書

お
よ
び
納
付
書
で
労
働
保
険
年
度
更
新
の
期

間
内
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

税
務
署
職
員
採
用
試
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、税
務
職
員
採
用
試
験（
高
卒
程
度
）の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
時
は
、全
員
が

税
務
大
学
校
に
入
校
し
、１
年
間
税
務
職
員

と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め

の
研
修
を
受
講
し
、税
務
署
に
配
属
さ
れ
、国

税
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。
詳
細
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間

　
６
月
13
日（
金
）
～
25
日（
水
）　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
訓

練
生
募
集

　
県
で
は
、離
職
者
な
ど
の
再
就
職
支
援
と

し
て
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。　

〇
訓
練
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
、Ｉ

Ｔ
技
術
を
習
得
し
、基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

〇
応
募
資
格

　
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者（
優
先
）ま
た
は
再

就
職
の
意
欲
が
高
く
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
、受
講
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
か
た

〇
募
集
期
限

　
６
月
９
日（
月
）

〇
定
員

　
22
人

〇
選
考
試
験

　
６
月
19
日（
木
）午
前
９
時
ま
で
に
集
合

〇
選
考
場
所

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校　

〇
訓
練
期
間

　
７
月
３
日（
木
）
～
10
月
２
日（
木
）

〇
訓
練
場
所

　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

〇
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険
料（
任

意
）は
自
己
負
担

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
☎（
62
）０
６
８
５

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
☎（
53
）０
２
０
７

子
育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
県
で
は
、妊
娠
や
出
産
、子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
を
検
索
で
き
る
鹿
児
島
県
子
育
て

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ゆ
り
か
ご
っ
こ
」を

開
設
し
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
か
た
や
こ
れ

か
ら
子
育
て
を
始
め
る
か
た
が
、必
要
な
情

報
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
便
利
な
サ
イ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８
０
０

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
今
後
の
県
政
の
施
策
を
進
め
る
上
で
参
考

と
す
る
た
め
、県
政
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、皆
さ
ん

の
意
見
や
提
案
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象

　
18
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、県
政
に
関

心
を
持
ち
、そ
の
推
進
・
向
上
に
協
力
で
き

る
か
た
。
た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
か
た
は

除
き
ま
す
。

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

・
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

・
過
去
2
期（
4
年
）の
間
に
連
続
し
て
モ
ニ

タ
ー
経
験
者

〇
募
集
期
限　
６
月
13
日（
金
）

〇
応
募
方
法

　
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
お
よ
び
各
市
町
村

に
設
置
し
て
い
る
応
募
用
紙
を
利
用
し
、郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
送
付
か
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
広
報
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
９
３

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
４
月
か
ら
６
月
に

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」を
実
施
中
で

す
。
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
や
安
全
対
策

の
周
知
徹
底
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、ほ

場
周
辺
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、改
善
・
補

強
ま
た
は
回
避
行
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
着
し
、運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・農
業
機
械
の
点
検・整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
者（
特
に
高
齢
農
業
者
）へ
、家
族
や
知

人
か
ら
の「
声
か
け
」を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
人
航
空
機
の
接
触
事
故
防
止
の
た
め
作
業

前
に
障
害
物
や
風
向
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
経
営
技
術
課
技
術
環
境
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
１
５
５

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

そ
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
が
あ

る
か
た
を
里
親
と
し
て
認
定･

登
録
し
、保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
里
親
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
温
か
く
迎

え
入
れ
、愛
情
と
真
心
を
込
め
て
養
育
し
て

く
れ
る
か
た
の
こ
と
で
す
。

  

里
親
に
な
る
に
は
、特
別
な
資
格
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、知
事
か
ら
里
親
と
し
て

認
定
さ
れ
、登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３（
76
）８
８
０
０

虐
待
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
電
話

　

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
８
９(

い
ち
は
や
く)｣

へ
か
け
る
と
、居
住

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
電
話
番
号　

｢

１
８
９｣

(

い
ち
は
や
く)

〇
受
付
時
間　
３
６
５
日
、24
時
間
対
応

〇
通
話
料　
無
料

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
福
祉
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　
6
月
1
日（
日
）か
ら
7
日（
土
）は「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」と
し
て
、国
民
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や

エ
イ
ズ
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
の
予
防
や
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、全
国
的

に
普
及
啓
発
の
取
組
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、県
内
の
保
健
所
で
は
、休
日
や
平

日
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
感
染
予
防
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
２
４

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
の
８
万
４
千
人
以
上
の
学
生

が
、大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
多
様

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
自
然
科
学
な
ど
３
０
０
以
上

の
授
業
科
目
が
あ
り
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
資
料
は
、次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
出
願
期
限

　
第
１
回　
８
月
29
日（
金
）

　
第
２
回　
９
月
11
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１


